
提

出

者

伴

野

豊

平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

四

九

号

河
川
管
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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河
川
管
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
二
年
九
月
十
一
、
十
二
日
に
東
海
地
方
に
お
い
て
発
生
し
た
集
中
豪
雨
に
よ
り
庄
内
川
、
新
川
、
天
白
川
等
の
河
川

が
氾
濫
し
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
ま
た
、
そ
の
救
援
、
復
旧
に
は
多
大
な
時
間
を
費
や
し
た
。
地
元
住
民
の
中
に
は
、
今

の
日
本
に
お
い
て
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
っ
て
し
ま
う
の
か
と
い
う
疑
問
、
感
情
が
あ
る
。

従
っ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

�

東
海
地
方
集
中
豪
雨
を
受
け
て
、
今
後
、
全
国
で
は
ど
の
よ
う
な
治
水
対
策
及
び
河
川
管
理
に
お
い
て
見
直
し
が
な
さ
れ

る
の
か
。
ま
た
、
な
さ
れ
る
と
す
れ
ば
東
海
地
方
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
見
直
し
と
整
備
が
な
さ
れ
る
の
か
。

�

東
海
地
方
集
中
豪
雨
で
は
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
影
響
が
広
範
囲
に
わ
た
る
と
と
も
に
、
都
市
固
有
の
災
害
も
発
生
し

た
。
こ
の
た
め
、
降
雨
強
度
に
基
づ
く
局
地
的
な
対
応
は
も
は
や
限
界
に
き
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
地
形
、
浸
透
量
、
表

面
流
出
量
や
、
都
市
化
の
進
捗
状
況
等
の
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
広
範
囲
な
災
害
予
測
と
そ
れ
に
応
じ
た
災
害
対
策
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
こ
の
場
合
、
予
測
結
果
に
基
づ
い
て
各
自
治
体
及
び
地
域
住
民
に
対
し
て
適
切
な
情
報
公
開

と
指
導
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
更
に
、
地
域
住
民
に
ど
の
よ
う
な
協
力
を
求
め
て
い
く
の
か
。

�

東
海
地
方
集
中
豪
雨
で
は
、
被
災
地
と
の
情
報
交
換
、
避
難
救
援
、
水
防
対
策
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
の
遅
れ
が
指
摘
さ

一



れ
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
情
報
伝
達
の
正
確
さ
と
迅
速
性
を
高
め
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
対
策
が

な
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
今
回
の
東
海
地
方
集
中
豪
雨
の
被
災
地
に
お
い
て
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
が
な
さ
れ
る
の

か
。

右
質
問
す
る
。

二


